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黄海エコリージョン 
 • 世界最大級の大陸棚  

    (面積：本州の約２倍、平均水深: 46m) 
 

• 北極圏から、オーストラリアまでを旅する
渡り鳥の重要な中継域（EAAF) 

    （EAAF重要域の38%が黄海に集中） 
 

• 黄海沿岸域だけでなく、周辺国も黄海の
水産物に依存（沿岸人口：6千万人以上） 
 



黄海の環境保全上の課題 
過去50年間の変化   

    ①65％の干潟が消失 
(×1,000 トン) 

出典: Murray et al. (2014) Tracking the rapid loss of tidal wetlands in the Yellow 
Sea. Frontiers in Ecology and the Environment 12: 267–272 

②急増する水産物消費量 

干潟面積 百万ヘクタール

0.3           0.6           0.9           1.2  

中国国内における水産物の 
自給率と国内消費量 

出典: FAO Stat 
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出典: 2012 China Fishery Statistical Yearbook 
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黄海で生産される二枚貝 

安価なタンパク源、重要な水産物 
①他の水産物よりも安価 ② 中国の内陸部まで流通 

                        →需要は拡大傾向 

4 
中国の海面養殖 2011  

遼寧省産の活ハマグリの消費地（冷氏調べ） 



 
出典: FISHSTAT+, Trade 
Statistics of Japan  

過去60年のアサリ
国内生産量の推移 
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黄海と日本の関わり 

水産物の調達先、共通する渡来地 



渡り鳥 

底生生物 沿岸漁業 

生態的なつながり 

生態系ベース管理(EBM) 

WWF黄海湿地保全管理モデル 



生物多様性に配慮した 

黄海水産物の生産と消費に向けて 




